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第 4７号 
令和５年３月号 

 

緑化ボランティア活動報告 

 令和５年１月２７日（金）に、宇都宮市立西小学校で実施された寄せ植え教室に参加しました。 

大寒波の影響でとても寒い日でしたが、20名の小学５年生たちと一緒に楽しい活動時間を過ごしました。 

 

寄せ植えづくりが始まると、土の入れ方や枯れ落ちた葉の取り方、お花の

植え方など戸惑う部分が多々ありましたが、自分たちで考えたり、講師や私

たちに質問をしながら作業をしていました。 

講師の小原先生による植え方の説明では、手順やコツを聞き逃すまいと

真剣な眼差しで見つめている小学生の姿がとてもかわいかったです。 

 

今回の活動では、子どもたちと楽しくお話ししながら作業をサポートするこ

とができ、たくさんの元気をもらいました。 

作製した寄せ植えは、卒業式や入学式に向けて昇降口に飾るそうです。 

在校生からの卒業生や入学生へのお花のプレゼントは、とても喜ばれることで

しょう。 

これからも、地域での活動など、自分で活動しやすい場所を探しながら緑

化ボランティア活動をしていきたいです。 
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ルー 

ローズマリー 

マートル 

 

 

交流会での意見交換 

宝木 2-3 みどりの会 河内いちご会 



～組織・細胞培養の利用～ 

植物の成長点（＊２）を含む部分を無菌的に切り出して、細胞の増殖に必要な栄養素を含む培地上で多数の

芽を生育させる「成長点培養」は、最も実用化されています。この培養で、ウィルスフリー（＊３）の植物が作

出され,花（カーネーション・カスミソウ等）だけでなく、野菜や果樹（イチゴ・ブドウ・サツマイモ・ニンニ

ク・ヤマイモ等）でも一般的に利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～細胞融合の利用～ 

遺伝的にかなり遠縁な種同士間で有用な遺伝子を導入したい場合、交配が不可能なとき、本手法の利用が考え

られます。両方の植物体から調製された細胞同士を、ほぼ同じ割合で混合して融合させます。有名な事例として

は、１９７８年の“ポマト”（ジャガイモ＝ポテトとトマトの雑種）の作出があります。地上部にトマト、地下

部にジャガイモができる夢のような作物を目指しましたが、実用化には至りませんでした。花では、ハナショウ

ブとジャーマンアイリスの雑種獲得の事例がありますが、品種育成は未達成です。 

 

＊２成長点：茎や根の先端にあって、活発に分裂して新しい組織を作る部分。 

＊３ウィルスフリー：栄養繁殖性（胚・種子を経由せずに、根・茎・葉などの栄養器官から、次の世代の植物が

繁殖する）の植物はウィルスに汚染されている場合が多く、収量＆品質の低下の原因になっており、ウィルスを

除去したフリー植物は、本来の収量や高品質が見込める。 

 

最終回の本号は、『新規育種技術バイオテクノロジーの利用』という観点に触れたいと思います。 

初回に、品種改良の方法として古典的手法の中で最も利用されてきた「交雑育種」について触れましたが、今回

は、１９７０年代後半頃から実用化されてきた、種々の培養技術（バイオテクノロジー* 1 の１つ）を基盤にした

品種改良の方法（新育種法）について概説します。 

この中には、大きく分けて組織・細胞培養、細胞融合、遺伝子操作の技術があります。この新育種法はそれだけ

で独立に存在するものではなく、あくまでも育種素材を拡大するための技術であり、従来法では困難であった種の

壁を越えて、有用な遺伝形質の導入を可能にするものです。従って、交配技術との併用が必要となります。 

*バイオテクノロジー：「バイオロジー（生物学）」と「テクノロジー（技術）」の合成語。生物を工学的見地から研

究し、応用する技術。近年は特に、遺伝子組み換え・細胞融合などの技術を利用して品種改良を行い、医薬品・食

糧などの生産や環境の浄化などに応用する技術をさす。 

 

第四章 

種類豊富な花の背景を巡る 

～第四章（最終章） 

新規育種技術バイオテクノロジーの利用～ 

～ゲノム編集の利用～ 

最近注目されている技術で、遺伝子操作とは異なり『“狙った遺伝子”だけを正確にピンポイントで導入＝

（編集）する』ことができます。突然変異を待つのではなく、変異を起こさせることができるのです。世界初の

実用化事例は、２０１８年にＵＳで高オレイン酸大豆の商業栽培です。日本でも高ＧＡＢＡ（ガンマアミノ酪酸 

Gamma Amino Butyric Acid の略称。アミノ酸の一種。ストレス軽減・血圧低下・睡眠の質向上等の効果）トマ

トや、ソラニン非含有ジャガイモの実用開発があります。花では、キクへの応用例があります。 
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～遺伝子操作の利用～ 

遺伝子を人工的に操作する技術を指し、特に生物の自然な生育過程では起こらない人為的な型式で行うこと。

目的遺伝子の単離・目標作物への組込みと機能するような加工・細胞内への遺伝子の導入・導入遺伝子の安定し

た形質発現と遺伝の確認、というステップを経過します。花への成功例は多く、①ペチュニアの青色遺伝子をカ

ーネーションに導入し、“ムーンダスト”を１９９５年に世界初の商品化 ②パンジーのアントシアニン生合成遺

伝子をバラに導入し、青色系バラの作出 ③蛍光タンパク遺伝子を導入した“光るトレニア”の開発 ④ツユクサ

青色遺伝子を導入した青いコチョウラン（“ブルージーン”）の商品化等があります。但し、国内で遺伝子組み換

え作物を利用するには、環境・食品・飼料という観点からの安全性評価の審査をクリアして初めて、国内での流

通・利用・栽培などが許可されます。 

 

https://www.weblio.jp/content/%E9%81%BA%E4%BC%9D%E5%AD%90
https://www.weblio.jp/content/%E7%94%9F%E7%89%A9
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